
PDF issue: 2025-07-31

<書評と紹介>

(出版者 / Publisher)
法政大学史学会

(雑誌名 / Journal or Publication Title)
法政史学 / 法政史学

(巻 / Volume)
45

(開始ページ / Start Page)
127

(終了ページ / End Page)
131

(発行年 / Year)
1993-03-24



近
年
、
わ
が
国
の
研
究
者
の
手
に
よ
り
、
日
本
と
欧
米
の
先
史
学
研
究
に

お
け
る
学
問
的
潮
流
を
紹
介
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
を
反
省
し
新
た
な
視
点
か

ら
研
究
を
開
拓
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
動
き
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

渡
辺
仁
一
九
八
五
「
ヒ
ト
は
な
ぜ
立
ち
あ
が
っ
た
か
（
生
態
学
的
仮
説

と
展
望
筐
東
京
大
学
出
版
会
、
安
斎
正
人
一
九
九
○
『
無
文
字
社
会
の

考
古
学
』
・
六
興
出
版
、
渡
辺
仁
一
九
九
○
『
縄
文
式
階
層
化
社
会
』
・

六
興
出
版
な
ど
に
続
き
、
本
書
も
そ
の
一
連
の
成
果
の
一
つ
に
位
置
づ
け
る

こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
た
背
景
に
は
、
一
九
七
○
年
代
後
半
か
ら
本
格
的
に
全
国
で
行
わ

れ
た
大
規
模
な
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
膨
大
な
資
料
群
の
取
扱
い

方
に
問
題
が
あ
る
。
地
中
に
埋
ま
っ
た
遺
物
を
発
掘
す
る
事
に
よ
っ
て
研
究

資
料
を
増
加
さ
せ
て
ゆ
く
考
古
学
の
よ
う
な
学
問
は
、
資
料
群
の
全
体
的
な

状
況
に
応
じ
て
、
分
析
法
・
分
析
結
果
・
解
釈
な
ど
の
変
更
は
や
む
を
え
な

い
。
学
問
は
、
歴
史
的
に
定
型
化
し
た
姿
を
表
す
も
の
で
は
な
く
、
時
代
の

要
求
に
応
じ
て
不
断
の
見
直
し
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
学
問
に
終

り
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
辺
の
事
情
を
、
著
者
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。

日
本
の
旧
石
器
考
古
学
の
方
法
は
、
そ
れ
ま
で
、
遺
跡
で
出
土
し
た
石

八
書
評
と
紹
介
Ｖ

佐
藤
宏
之
署

「
日
本
旧
石
器
文
化
の
構
造
と
進
化
』

書
評
と
紹
介

金
山
喜
昭

器
の
形
態
や
製
作
技
術
上
の
特
徴
を
分
析
し
て
い
く
つ
か
の
類
型
に
分

け
、
各
類
型
を
直
接
人
間
集
団
を
指
示
す
る
単
位
と
承
な
し
て
、
そ
の

時
間
的
・
空
間
的
配
置
を
検
討
し
、
こ
う
し
た
様
相
を
地
域
間
の
伝
播

と
集
団
固
有
の
系
統
を
使
っ
て
説
明
す
る
と
言
う
も
の
で
あ
っ
た
。
従

っ
て
、
地
域
を
単
位
と
し
た
石
器
群
の
類
型
的
な
類
似
や
特
定
の
石
器

製
作
技
術
は
、
集
団
や
地
域
社
会
の
示
準
と
考
え
ら
れ
、
隣
接
し
た
地

域
に
似
通
っ
た
技
術
的
要
素
が
存
在
す
る
場
合
、
必
然
的
に
人
間
の
集

団
移
動
の
結
果
と
し
て
説
明
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
う
し
た
方
法
に

よ
る
解
釈
は
、
調
査
事
例
の
比
較
的
少
な
か
っ
た
七
○
年
代
前
半
以
前

に
は
一
定
の
有
効
性
を
持
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
以
降
の
調
査
事
例
の
増

大
に
伴
な
い
、
資
料
と
解
釈
の
間
に
著
し
い
矛
盾
を
招
い
た
。

つ
ま
り
、
本
書
は
、
従
来
の
よ
う
な
単
純
な
伝
播
系
統
論
に
よ
る
．
〈
ラ
ダ

イ
ム
を
崩
し
て
、
人
類
学
・
民
族
学
・
社
会
学
・
生
態
学
な
ど
の
諸
科
学
と

シ
ス
テ
ム
論
・
構
造
論
。
進
化
論
な
ど
の
諸
概
念
を
考
古
学
の
方
法
論
に
適

応
す
る
形
に
再
構
築
し
、
多
様
で
膨
大
な
考
古
学
デ
ー
タ
に
応
用
し
て
新
た

な
．
ハ
ラ
ダ
イ
ム
を
形
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
書
は
大
き
く
分
け
て
次
の
よ
う
な
構
成
か
ら
な
っ
て
い
る
。

Ｉ
、
旧
石
器
文
化
研
究
の
歴
史
と
方
法

一
、
日
本
旧
石
器
時
代
研
究
の
研
究
史
と
。
〈
ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト

ニ
、
伝
播
系
統
論
か
ら
地
域
進
化
適
応
論
へ

三
、
先
史
考
古
学
に
お
け
る
新
し
い
石
器
研
究
の
た
め
の
操
作
概
念

Ⅱ
、
前
・
中
期
旧
石
器
時
代

一
、
時
代
設
定
と
遺
跡

二
、
後
期
旧
石
器
時
代
へ
の
移
行

七
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三
、
へ
ら
形
石
器
の
機
能
論
的
研
究

Ⅲ
、
後
期
旧
石
器
時
代
前
半
期

一
、
研
究
の
視
点
と
展
望

二
、
初
期
二
極
構
造
（
そ
の
機
能
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
）

三
、
二
極
構
造
論
の
提
唱
（
台
形
様
石
器
の
登
場
）

四
、
前
半
期
の
日
本
列
島
の
様
相
と
遺
跡
の
年
代
編
成

Ⅳ
、
後
期
旧
石
器
時
代
後
半
期

一
、
前
半
期
か
ら
後
半
期
へ
（
等
質
性
か
ら
地
域
性
○

二
、
地
域
性
の
成
立
（
中
部
高
地
「
尖
頭
器
文
化
」
の
再
検
討
）

三
、
後
半
期
研
究
の
課
題

四
、
後
期
旧
石
器
時
代
の
変
革
と
縄
紋
時
代
へ
の
移
行
（
定
住
型
狩
猟

採
集
戦
略
の
開
発
と
生
態
適
応
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
の
変
化
）

ｌ
は
、
ま
ず
今
ま
で
日
本
旧
石
器
考
古
学
が
停
滞
し
て
き
た
原
因
を
研
究

史
を
辿
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
研
究
史
を
三
段

階
に
区
分
し
て
い
る
が
、
な
か
で
も
第
二
段
階
に
お
け
る
戸
沢
充
則
の
研
究

評
価
は
注
目
さ
れ
る
。
著
者
は
、
戸
沢
の
研
究
法
を
、
①
遺
跡
内
の
遺
物

の
分
布
を
個
体
別
資
料
の
同
定
と
そ
の
分
布
及
び
接
合
資
料
の
分
布
に
基
づ

き
詳
細
に
分
析
し
て
、
人
間
行
動
を
立
体
的
に
復
元
し
た
遺
跡
内
構
造
論
。

②
分
析
の
単
位
と
な
る
石
器
群
の
理
論
的
抽
出
と
概
念
規
定
を
行
っ
た
石
器

文
化
論
。
③
石
器
文
化
論
に
基
づ
き
、
日
本
列
島
の
石
器
群
の
地
域
的
体
系

を
は
じ
め
て
論
じ
た
石
器
文
化
構
造
論
の
三
者
に
大
別
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
日
本
旧
石
器
考
古
学
の
。
〈
ラ
ダ
イ
ム
形
成
は
こ
こ
に
原
因
が
あ
る
こ
と

を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
停
滞
か
ら
脱
す
る
た
め
に
民
族
学
や
人
類
学

の
方
法
論
で
あ
る
生
態
学
的
思
考
法
（
生
態
系
概
念
、
適
応
戦
略
説
な
ど
）

法
政
史
学
第
四
十
五
号

と
進
化
論
的
思
考
法
（
新
社
会
進
化
論
、
技
術
進
化
、
一
般
進
化
／
特
殊
進

化
な
ど
）
か
ら
検
討
す
る
必
要
性
を
説
き
、
従
来
の
伝
播
系
統
論
以
上
に
地

域
的
な
進
化
・
適
応
論
の
立
場
を
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
新
た

な
石
器
研
究
の
用
語
や
概
念
と
し
て
「
相
同
／
相
似
」
「
互
換
性
」
「
親
和
性
」

「
先
適
応
」
な
ど
も
提
案
し
て
い
る
。

Ｉ
～
Ⅳ
は
、
ｌ
で
述
べ
ら
れ
た
方
法
論
的
な
手
続
き
に
基
づ
い
て
前
期
旧

石
器
時
代
か
ら
後
期
旧
石
器
時
代
終
末
ま
で
の
歴
史
的
評
価
に
つ
い
て
分
析

検
討
し
て
い
る
。

Ｉ
で
は
、
日
本
列
島
に
お
け
る
前
期
旧
石
器
時
代
の
資
料
は
極
め
て
少
な

い
な
が
ら
も
、
そ
の
特
質
は
草
原
的
環
境
適
応
型
の
ア
シ
ュ
ー
ル
系
ハ
ン
ド

ア
ッ
ク
ス
石
器
群
の
北
方
に
広
が
る
森
林
的
環
境
適
応
型
の
小
型
剥
片
石
器

群
に
共
通
す
る
様
相
と
ゑ
て
い
る
。
中
期
旧
石
期
時
代
に
な
る
と
東
ア
ジ
ア

的
剥
片
石
器
群
の
影
響
を
強
く
受
け
な
が
ら
、
日
本
列
島
に
在
地
的
な
独
自

の
文
化
要
素
を
次
第
に
発
展
さ
せ
、
次
の
後
期
旧
石
器
時
代
へ
自
律
的
に
連

続
す
る
も
の
と
し
て
考
え
て
い
る
。
中
期
旧
石
期
時
代
か
ら
後
期
旧
石
期
時

代
を
架
構
す
る
示
準
的
石
器
と
し
て
、
へ
ら
形
石
器
を
重
要
な
器
種
に
位
置

付
け
、
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
。

Ⅲ
は
、
後
期
旧
石
器
時
代
に
な
る
と
、
日
本
列
島
は
ナ
イ
フ
形
石
器
と
石

刃
・
縦
長
剥
片
剥
離
技
術
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
独
自
文
化
が
形
成
さ
れ
る

一
方
、
中
期
旧
石
器
時
代
以
来
連
続
す
る
求
心
的
な
剥
片
剥
離
技
術
に
よ
る

台
形
様
石
器
と
共
に
、
二
極
構
造
が
成
立
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
著
者
は
、
二
極
構
造
に
よ
っ
て
当
時
の
社
会
は
複
数
の
技
術
シ
ス
テ

ム
を
同
時
に
保
有
し
て
お
り
、
適
応
の
各
場
に
お
い
て
、
選
択
的
・
互
換
的

に
発
現
し
て
い
た
よ
う
に
理
解
す
る
。
こ
れ
は
、
そ
れ
ま
で
ナ
イ
フ
形
石
器

一

八
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群
以
外
に
も
横
長
・
幅
広
剥
片
剥
離
技
術
を
も
つ
石
器
群
が
存
在
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
別
系
統
の
集
団
あ
る
い
は
社
会
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
従
来
の

伝
播
論
的
解
釈
に
一
石
を
投
じ
る
も
の
で
あ
る
。
更
に
、
後
期
旧
石
器
時
代

前
半
期
に
は
、
複
数
の
多
様
な
生
態
系
利
用
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
化
し
た
技

術
系
を
も
っ
て
い
る
が
、
全
国
的
な
石
器
群
構
造
の
等
質
性
な
ど
か
ら
み

て
、
地
域
社
会
化
は
未
達
成
の
段
階
だ
と
し
て
お
り
、
前
半
期
と
後
半
期
の

境
界
は
Ⅵ
層
期
に
相
当
す
る
こ
と
も
述
べ
て
い
る
。

Ⅳ
は
、
Ⅳ
層
期
を
等
質
的
社
会
・
集
団
構
造
か
ら
地
域
性
一
が
分
節
化
し
て

ゆ
く
移
行
期
と
位
置
付
け
、
そ
の
後
に
特
徴
的
に
見
ら
れ
る
石
刃
・
縦
長
剥

片
剥
離
技
術
の
表
現
形
態
が
各
地
域
ご
と
に
多
様
で
あ
り
、
新
し
い
角
錐
状

石
器
や
尖
頭
器
な
ど
新
た
な
器
種
が
登
場
す
る
。
こ
れ
を
著
者
は
、
地
域
的

及
び
生
態
的
な
適
応
が
豊
か
に
な
っ
た
結
果
と
判
断
し
て
い
る
。
ま
た
、
石

材
の
原
産
地
を
本
格
的
に
開
発
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
地
域
性
確
立
の

重
要
な
要
因
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
地
域
の
生
態
系
へ
の
高
度
の

適
応
特
殊
化
を
各
地
域
の
集
団
が
進
化
さ
せ
た
結
果
、
地
域
性
の
成
立
・
地

域
集
団
の
分
節
化
・
社
会
構
造
の
複
雑
化
・
同
盟
関
係
の
構
築
・
準
部
族
的

な
社
会
の
出
現
な
ど
の
重
要
な
先
史
社
会
上
の
変
化
が
現
わ
れ
た
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
は
地
域
的
な
石
材
受
給
シ
ス
テ
ム
を
出
現
さ
せ
、
瀬

戸
内
型
と
関
東
型
の
よ
う
な
仮
説
を
提
示
し
て
い
る
。

さ
て
、
本
書
の
内
容
は
、
細
部
に
お
い
て
は
ま
だ
多
く
の
指
摘
や
提
示
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
紙
面
の
都
合
が
あ
る
の
で
、
最
後
に
若
干
の
感
想
を
述

行
わ
れ
て
い
る
が
、
旅

べ
て
終
り
に
し
た
い
。

そ
れ
は
、
本
書
の
全
体
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
旧
石
器
時
代

研
究
は
ま
さ
に
総
合
学
の
段
階
に
達
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、

書
評
と
紹
介

そ
の
わ
り
に
利
用
す
る
情
報
や
資
料
は
限
ら
れ
て
い
る
。
考
古
資
料
は
全
国

的
に
豊
富
に
収
集
し
て
い
る
も
の
の
、
動
植
物
な
ど
の
自
然
遺
物
デ
ー
タ
や

そ
の
方
面
の
成
果
に
つ
い
て
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
が
気
に
か
か

る
。
こ
れ
は
む
し
ろ
適
当
な
情
報
が
少
な
い
た
め
に
活
用
で
き
な
か
っ
た
か

も
し
れ
な
い
が
、
著
者
が
主
張
す
る
新
し
い
。
ハ
ラ
ダ
イ
ム
作
り
に
は
や
や
問

題
が
残
ろ
う
。
つ
ま
り
著
者
は
、
伝
播
系
統
論
か
ら
脱
却
す
る
た
め
の
新
た

な
方
法
論
の
一
つ
に
生
態
学
を
導
入
し
て
い
る
訳
で
あ
る
が
、
生
態
系
を
形

成
す
る
情
報
が
現
状
で
は
ま
だ
不
足
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
著
者
が
石
器

群
構
造
の
変
化
を
歴
史
的
に
評
価
す
る
只
後
期
旧
石
器
時
代
）
前
半
期
を
通

じ
て
、
こ
う
し
た
生
態
適
応
戦
略
の
特
殊
化
・
深
化
が
進
行
し
た
結
果
、
後

半
期
に
至
り
、
本
格
的
な
地
域
生
態
系
開
発
の
た
め
の
地
域
的
な
開
発
戦
略

の
単
位
化
が
成
立
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
」
と
い
っ
た
見
解
は
、
十
分
理
解

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
辺
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
関
連
分
野
の
成
果

を
更
に
増
加
し
て
、
説
を
補
強
し
て
い
か
れ
る
こ
と
を
望
ふ
た
い
。
ま
た
、

著
者
は
中
位
理
論
と
し
て
民
族
考
古
学
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
て

い
る
が
、
そ
の
辺
の
具
体
的
な
実
践
は
今
後
に
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ

る
。本
書
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
の
先
史
時
代
研
究
に
お
け
る
理
論
的
・
方
法
論

的
な
再
検
討
が
行
わ
れ
、
更
に
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
。

〔
一
九
九
二
年
七
月
刊
一
一
一
、
八
○
○
円
一
一
一
六
一
一
頁
柏
書
房
〕

一

二

九

Hosei University RepositoryHosei University Repository



本
書
に
は
長
短
二
一
篇
の
論
考
を
収
録
し
て
い
る
。

１
蘭
学
発
達
史
序
説
２
近
世
末
期
に
お
け
る
学
制
と
洋
学
の
発
達
に
関

す
る
一
考
察
３
審
書
調
所
の
創
一
設
４
審
書
調
所
の
科
学
及
び
技
術
部

門
に
就
い
て
５
徳
川
幕
府
の
英
国
留
学
生
６
我
が
国
最
初
の
露
国
留

学
生
に
就
い
て
７
露
国
留
学
生
派
遣
の
顛
末
８
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
箸

「
フ
レ
ガ
ー
ト
．
、
ハ
ル
ラ
ダ
」
の
邦
訳
に
つ
い
て
９
露
使
「
プ
ー
チ
ャ

チ
ン
」
の
日
本
渡
航
路
、
伊
豆
戸
田
浦
に
お
け
る
露
人
の
造
船
事
業

Ⅱ
徳
川
幕
府
の
造
船
業
⑫
市
川
兼
恭
旧
幕
末
の
独
逸
学
と
市
川
兼
恭

Ｍ
市
川
盛
三
郎
応
高
畠
五
郎
肥
高
畠
五
郎
・
追
記
Ⅳ
露
和
杣
珍
字

彙
と
編
者
高
須
治
輔
氏
の
経
歴
に
就
い
て
肥
花
心
蝶
思
録
の
著
者
高
須

治
助
氏
の
生
涯
旧
東
条
英
庵
加
松
平
忠
固
と
赤
松
小
三
郎
Ⅲ
市
川

文
吉
送
別
文
執
筆
者
略
伝

著
者
原
平
三
氏
（
一
九
○
八
～
一
九
四
五
）
は
長
野
県
上
田
市
に
生
れ
、

松
本
高
等
学
校
を
経
て
、
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
国
史
学
科
を
昭
和
八
年
に

卒
業
、
文
部
省
維
新
史
料
編
纂
事
務
局
に
入
り
、
の
ち
維
新
史
料
編
纂
官
に

昇
進
し
た
が
、
昭
和
十
九
年
六
月
召
集
入
隊
、
翌
二
十
年
四
月
フ
ィ
リ
ピ
ン

で
戦
死
さ
れ
た
。
こ
の
間
三
十
篇
近
い
大
小
の
論
考
を
「
史
学
雑
誌
』
『
歴

史
地
理
』
『
歴
史
学
研
究
』
『
伝
記
』
そ
の
他
各
誌
な
ど
に
発
表
さ
れ
、
本
書

原
平
三
箸

『
幕
末
洋
学
史
の
研
究
』

法
政
史
学
第
四
十
五
号

安
岡
昭
男

に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
「
天
訣
組
挙
兵
始
末
老
」
「
征
韓
論
と
明
治
六
年
十
月

の
政
変
」
「
シ
ー
ポ
ル
ト
事
件
と
和
蘭
通
詞
猪
俣
源
三
郎
」
な
ど
も
あ
る
。

本
書
の
内
容
を
大
別
す
れ
ば
、
⑩
蘭
学
（
祥
学
）
の
発
達
、
②
洋
学
研
究

機
関
、
③
海
外
留
学
生
、
③
造
船
事
業
、
な
ど
と
な
ろ
う
。
い
ず
れ
も
着
実

な
基
礎
的
・
実
証
的
な
論
考
で
、
そ
の
後
研
究
が
進
ん
だ
現
在
で
も
学
問
的

価
値
を
失
わ
な
い
。
市
川
兼
恭
に
つ
い
て
は
、
優
に
一
冊
の
伝
記
書
を
な
す

ほ
ど
の
質
量
を
擁
す
る
研
究
で
、
戦
後
一
時
出
版
の
企
画
が
中
断
し
た
も
の

と
い
う
。
発
表
以
後
に
、
例
え
ば
７
ロ
シ
ア
留
学
生
に
関
し
て
は
内
藤
遂
著

『
遣
魯
伝
習
生
始
末
」
（
一
九
四
三
東
洋
堂
）
、
近
年
、
皿
送
別
文
執
筆
者
の

黒
田
行
次
郎
に
つ
い
て
平
田
守
衞
著
『
黒
田
麹
濾
と
「
漂
荒
紀
事
」
」
（
一
九

九
○
京
都
大
学
学
術
出
版
会
）
な
ど
も
出
て
い
る
し
、
宮
永
孝
氏
（
本
学

社
会
学
部
）
に
よ
る
一
連
の
海
外
使
節
。
留
学
生
に
関
す
る
論
著
が
あ
る
。

そ
の
中
で
本
書
は
後
進
研
究
者
が
必
ず
参
照
す
べ
き
基
本
書
と
い
え
よ
う
。

戦
後
も
存
命
な
ら
ば
、
幕
末
洋
学
史
研
究
の
第
一
人
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
た

こ
と
で
あ
ろ
う
と
惜
し
ま
れ
て
な
ら
な
い
。

本
書
が
共
同
研
究
論
文
集
の
『
幕
末
の
洋
学
』
（
中
山
茂
編
一
九
八
四

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）
、
好
個
の
概
説
書
『
洋
学
』
（
沼
田
次
郎
箸
一
九
九

｜
吉
川
弘
文
館
）
に
つ
い
で
、
ま
た
蘭
学
資
料
研
究
会
の
解
消
に
代
わ
る

洋
学
史
学
会
発
足
に
続
い
て
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
意
義
深
い
。

本
書
が
世
に
出
る
ま
で
に
は
故
人
の
長
女
小
見
寿
さ
ん
を
は
じ
め
、
維
新

史
料
編
纂
事
業
を
共
に
し
た
小
西
四
郎
氏
（
元
本
学
講
師
）
の
多
大
の
尽
力

が
あ
り
、
本
学
関
係
者
で
は
児
玉
幸
多
氏
（
元
兼
任
教
授
）
が
序
文
を
寄

せ
、
交
遊
が
深
か
っ
た
人
々
と
し
て
、
斎
藤
忠
・
杉
本
勲
・
豊
田
武
・
渡
辺

保
・
桃
裕
行
の
諸
氏
、
維
新
史
料
編
纂
事
務
局
で
は
藤
井
甚
太
郎
・
森
谷
秀

○
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亮
・
遠
山
茂
樹
各
氏
、
以
上
い
ず
れ
も
本
学
の
教
授
ま
た
は
講
師
を
経
歴
さ

れ
て
い
る
。
交
友
関
係
者
で
最
高
齢
は
文
学
部
国
史
学
科
昭
和
三
年
卒
業
の

大
久
保
利
謙
氏
二
九
○
○
～
）
で
『
幕
末
維
新
の
洋
学
』
を
含
む
歴
史

著
作
集
全
八
巻
が
（
吉
川
弘
文
館
）
完
結
目
前
で
あ
る
。

本
書
の
出
版
を
地
下
の
著
者
は
も
と
よ
り
、
「
蘭
学
の
発
達
」
（
岩
波
講
座

日
本
歴
史
一
九
三
四
）
の
著
者
板
澤
武
雄
博
士
（
一
八
九
五
～
一
九
六
二

本
学
教
授
）
も
喜
ば
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
別
に
編
ま
れ
た
『
原
平
三
追
悼
文
集
』
（
非
売
品
）
に
よ
っ
て
故
人

の
人
柄
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

〔
一
九
九
二
年
四
月
刊
九
、
八
○
○
円
Ａ
５
判
三
七
四
頁
新
人
物

往
来
社
〕

書
評
と
紹
介

【
会
員
編
著
書
抄
】

星
野
良
作
箸

『
広
開
士
王
碑
研
究
の
軌
跡
」

吉
川
弘
文
館
平
成
三

前
川
明
久
著

「
日
本
古
代
政
治
の
展
開
』
法
政
大
学
出
版
局
平
成
三

石
井
正
敏
共
編

『
ア
ジ
ア
の
な
か
の
日
本
史
』
全
六
巻

東
京
大
学
出
版
会
平
成
四

斉
藤
勉
著

「
中
央
本
線
四
一
九
列
車
』

の
ん
ぶ
る
舎
平
成
四

佐
藤
宏
之
箸

『
日
本
旧
石
器
文
化
の
構
造
と
進
化
』
柏
書
一
房
平
成
四

安
岡
昭
男
編

『
近
現
代
史
用
語
事
典
」

新
人
物
性
来
社
平
成
四

村
上
直
共
編

『
日
本
史
論
文
の
書
き
か
た
』

吉
川
弘
文
館
平
成
四

村
上
直
編

『
近
世
社
会
の
支
配
と
村
落
』

文
献
出
版
平
成
四

法
政
大
学
考
古
学
研
究
室
編

『
会
津
田
島
寺
前
遺
跡
』

福
島
県
田
島
町
平
成
四

村
上
直
編

「
近
世
史
用
語
事
典
』

新
人
物
往
来
社
平
成
五

一

一

一

－

一
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